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2017 年 5 月(No71）の記事要旨と参考文献

参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにして

います（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう）
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連載：医薬品危険性情報 あれこれ
日本の国立医薬品食品衛生研究所が発行している「医薬品安全性情報（海外規制

機関）」から薬剤の害反応を紹介し、本誌編集委員がコメントする。

【WHO】デノスマブ:血管炎

【カナダHealth Canada】インターフェロンß製剤:肺動脈性肺高血圧 

【英MHRA】C型肝炎治療用の直接作用型抗ウイルス剤:ビタミンK拮抗剤との相互作

用によりPT-INR変動が生じるリスク
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「つくられた恐怖の点滴殺人事件 守大助さんは無実だ」
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編集後記


